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8 月は，中央大学で「第1日3回国際数理計画法シンポジ

ウム」と天津大学で iAHP'8邸8J が閲かれます.そこてで‘，

今月号は両方に関係の深い「多目的意思決定J をとりあ

けげ、ることにしました.

さて，多目的意思思、決定でで、ありますが， これまでで、も，そ

してこれから何度もとりあげてL 、必泊か、なければならないテ

一マと考えています.テ一マの多目的でで.ありますが，読

者には多目 J標標がなじみ深い人も多L 、必カかミと思います.一時，

Goal Programming が流行しました. しカか込し， これカかミ

らは我々の達成しなければならない目標は 1 つでで、あるけ

れど，それを達成するための目的関数が多数あるという

ように考えTたこ品L 、と思います.

数理計画法でで"1は主， カ一マ一カ一が大流行のようでで、あり

ます.確かに数理計画法の計算速度が向上すればオンラ

イン最適化というような産業界に与える影響も多大と言

わざるをえません.しかし，思いのほか，実際問題への

整数計画法，金融分野のポ一トフオリオに代表される 2

次計画法，そして多目的計画法や非線形計画法に対する

掘り下げがなされていないようでで‘す.

中山氏には，数理言計十画法の延長として同氏の提日唱昌する

「満足化トレ一ドオフ法」の紹介をお願いしました.本

手法は他の手法に比べて，使いやすいことに主眼が置か

れているように考えます.同氏はこれを「しなやかなシ

ステム J というような表現を用いられています.これは，

私自身もこれからのアプリケ一シヨン.ソフトウエアは

人に優しいヒユ一マン.ソフトウエアをめざす必要があ

ると考えていることと似た内容かと思います.また，多

目的計画法全般に対するわかりやすい解説と，ゴ一ル.

プログラミングに代表されるアプロ一チに対しての問題

点の指摘をしていただきました.
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田村氏には，効用理論の最近の発展に関し詳しい解説

をお願いしました.効用理論に関しては， Vol.26 No.ll 

で「効用理論とその応用」というテーマで特集を組んで

おります.その後のこの分野での動向を，特に von

N eumann-Morgensternの期待効用理論を基礎にして，

記述モデルおよび規範的モデルの 2 つの側面から述べて

もらいました.

これらの 2 つのテーマはORでは古くて新しいテーマ

であります.これに対してAHPは今が盛りですが，日

本における紹介の歴史を見ると多次元尺度構成法や多目

的意思決定の研究者の聞では早くから知られていたよう

です.しかし，一流のエンタテイメントと賛同者を得て

OR学会が実質的に日本への紹介者になりました.

大前氏は，代替案の重みづけ評価としてAHPの一対

比較をChurchman と官能検査に用いられる Scheffé の

方法と比較されている.一対比較の妥当性の研究は行な

われているが，実証的で他の手法との比較はこれまであ

まりなされていなかった.ここでは， AHPが他の方法

と比較して，個人の感度の少々のずれについては安定で

あるということが示されています.意思決定に使われる

重みはあまりセンシティヴであってはまずく， AHP は

この点で優れていると言えよう.

中村氏は，長らく公共部門の計画問題に多目的計画法

の適用を試みられ，読者に問題点をわかりやすく解説し

ていただいた.特にパレート最適解については中山論文

と，多目的数理計画法に対する基本的な疑問については

次の島論文と対比して読んでください.

最後の，島氏には，へムズ等の階層多目的問題の紹介

をお願いした.同氏は日本における数少ないへムズの弟

子の 1 人であるが，学会発表で門外漢の私が何度聞いて

も理解できなかった.また，同氏も理解者が得られず苦

労されているようにお見受けした.明治時代と異なり，

外国の研究を単に紹介することには意味がないが，それ

らを換骨奪胎し創造の一助とすることは必要であろう.

また，耳学問として日本ではそれほど盛んでない多目的

数理計画法の過去と現在の成果を知ることによって，読

者は無駄な時聞を省けるかもしれない.以上の 2点から

へムズらの紹介を兼ねて同氏に執筆をお願いした.

さて，本特集号は色々な素材をとりあげました.まだ

充分議論されていない点は後日の課題としたい.

オベレーションズ・リサーチ
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




